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情 報 サ ロ ン 

 

食 育 推 進 課 

 

農産物ブランド化の取組について 

 

農業を取り巻く環境は、景気の低迷を受け、販売価格の恒常的な低迷、消費

の冷え込みなどにより急激に悪化しており、こうした環境に負けない足腰の強

い産地づくりを進めて行くことが急務となっています。 

現代マーケティングの第一人者として知られるフィリップ・コトラーがその

著書で「もし、提供しているものがブランドでなければ、それはコモディティ(何

の差別性も打ち出せない一般的な商品：市場に流通している商品がメーカーご

との個性を失い、消費者にとっては何処のメーカーの品を購入しても大差ない

状態のもの)にしか過ぎない。そして、コモディティの世界では価格こそが全て

であり、低コストの生産者が唯一の勝者となる。｣と言っています。農業分野に

おいても例外ではなく、今後、選択する道は、ブランディングによるプレミア

ム化の道か、終わりのない低価格競争の道しかないといっても過言ではありま

せん。 

このため、本県産農産物に対する流通関係者を含めたお客様の満足度と信頼

を高め、安定的かつ有利な販売の実現に向けたブランド化の取組として、ＪＡ

あいち経済連と県が連携し、愛知県農産物ブランド化推進協議会（以下「協議

会」という。）を組織し、様々な活動を行っているところです。この協議会の取

組について概要を紹介します。 

 

この協議会は、愛知産農産物に対する消費者、実需者の満足度と信頼を高め

て、県内の生産者・生産者団体等の生産、出荷の意欲向上と産地の持続的発展

に資することを目的に、平成２０年度より、平成２４年度を目標年度と設定し、

その５年間の取組事項を品目別に定め取り組んでいるところで、次表は、重点

的に取り組んでいく「いちご」を始め８品目についての「重点目標」と平成２

０年度の主な取組についてまとめたものです。 

 

このような取組を通じて、本県産の農産物であれば「必ず大丈夫だ」という

お客様の期待を裏切らない安心感、そしてメリットがあるようなブランド品を

一つでも多く作っていきたいと思います。 



重点目標と平成２０年度の主な取組について 

 

品 目 重 点 目 標 主 な 取 組 

い ち ご 

• 複数品種の組合せによる愛知県産いち
ごロットの拡大と長期安定出荷。 

• 本県のオリジナル品種「ゆめのか」の市
場性の向上。 

• 「あいちのいちご」強化月間を策定し、
「あいちのいちご」の消費拡大を図る。

• 出荷先の再編 
• ２農協で紅ほっぺ統一規格 
• あいちのいちごフェアの開催 
• 「ゆめのか」NOW 会議の開催 
• 受験生応援フェアの開催 

いちじく 

• 高品質・省力化栽培の徹底を図り、全国
のトップ産地としての市場優位性の維

持・向上。 

• 出荷量の増大と安定化のための産地づ
くり。 

• 新たな需要喚起のための市場開拓。 

• いちじくソースの開発 
• 下級品販売対策の実施 
• 新規栽培者募集・講習の実施 
• 苗木増殖の実施 
• ハウスの少量化の確認 

輪 ぎ く 

• 国産の優位性を生かす宣伝・営業活動の
実施。 

• 本県のオリジナル品種の開発と市場拡
大。 

• ホームユース等の新たな需要の拡大。 

• 輪菊部会組織力・販売力強化
案の策定と組織協議の実施 

• 新品種の登録候補を決定 
• 満開咲き輪菊の試験販売と評
価調査の実施 

デ ル フ ィ 

ニ ウ ム 

• 本県産の認知度向上。 
• 顧客との結びつきの強化。 
• 高品質、安定生産の拡大。 

• デルフィニウム交流会を開催
し認知度向上を図った。 

• 契約販売先との消費宣伝会の
実施 

あいち牛 

• 肉質向上と生産量の拡大。 
• 交雑種としての評価を確立。 
• 顧客との結びつきの強化。 

• あいち牛認定頭数の増加 
• 共励会の開催 
• ポスターの作成 

みかわ牛 

• 肉質向上と生産量の拡大。 
• 地元での和牛としての認知度向上。 
• 顧客との結びつきの強化。 

• みかわ牛認定頭数の増加 
• 共励会の開催 
• 生産者勉強会の開催 

み か わ 

ポ ー ク 

• 純愛知県産の新「みかわポーク」の認知
度向上。 

• 新たな肉質基準を満たす産地づくり。 
• イベント等による宣伝・営業活動の実
施。 

• アイリスナガラ導入推進 
• みかわポーク発足２０周年記
念式典の開催 

• ホームページでの生産者紹介 
• 関係車両シンボルマーク掲示 

あ い ち の 

か お り 

• 他品種からの作付転換による生産、出荷
量の向上。 

• 単一品種での販売拡大。 
• 収穫の長期化による安定供給。 

• 集荷実績のアップ 
• 学校給食への供給継続 
• 不耕起 V 溝直播面積の増加 

 



地域トピックス  

西三河農林水産事務所 

 

幸田町道の駅「筆柿の里・幸田」がオープンします 

 

 平成２１年４月４日（土）、国道２３号線（岡崎バイパス）沿いの幸田町大字須

美・桐山に、道の駅「筆柿の里･幸田」がオープンします。道の駅は、幸田町の特

産物の筆柿と豊かな自然にちなみ「筆柿の里･幸田」と名付けられました。 

道の駅に隣接して地域振興施設が建設され、幸田町の地元農産物等を販売する直

売所と食堂が設けられます。この施設は、幸田町南部地域の生産者の農産物の販売

と地産地消の推進を図るための拠点施設として、幸田町が強い農業づくり事業を活

用して整備したものです。産地直売施設として農産物を販売することにより、小規

模生産者の生産意欲の向上と農業所得の増大を図るとともに、農産物の作付拡大に

よる耕作放棄地の解消や、消費者の要望に応えた顔の見える地産地消の推進を図る

ことを目的としています。 

この施設の整備と併せて、地元農家を中心とした組織、合同会社「筆柿の里幸田」

が組織され、施設の運営を行います。年間販売見込額は１億２１００万円、うち地

元産農産物は８，１６５万円で、野菜、果物、筍、菌茸類、切り花、苗物等２２２

トンの販売を見込んでいます。地元生産者等による施設運営で、より新鮮で安全･

安心な農産物の供給体制が整備され、顔の見える地産地消の推進が期待できます。 

 新施設のオープンに併せて、４月の４日（土）、５日（日）には、オープニング

イベントの開催が予定されています。これからの行楽シーズンでお出かけの際は、

是非お立寄り下さい。 

 

 

建設中の施設全景 

 

道の駅側から見た地域振興施設 

 



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

北の大地での農産物販売

北海道は農産物の一大生産地であるが、冬場は消費地となる。愛知県からは主にキャベ

ツ、大葉などの野菜やキク、バラ、カーネーションの花きが出荷されている。北海道では、

愛知産農産物は高品質と認識されており、冬期の重要な青果物供給地の１つとなっている。

最近の札幌市場における愛知県産農産物の動向について、丸果札幌青果（青果物）およ

び札幌花き園芸（花き）から聞き取ったので紹介する。

１ 青果物の流通について（丸果札幌青果）

札幌市中央卸売市場（以下札幌市場）での

平成２０年の本県産青果物取扱高は都道府県

別には５位であり、販売量４，７７０ｔ（シ

ェア２％）、販売金額約１０億円（同２．５％）

が入荷している。

札幌市場での愛知県産の野菜入荷量は、５

年前の平成１５年と比較すると８４％に減少

している。

品目別にみると、キャベツ（３．６％）、に

んじん（１９８％）は増加している。しかし、はくさいは２７％と大幅に減少しており、

これは、平成１７年４月出荷をもって＊冬野菜流通対策確立促進事業が終了し、出荷者に

対する集荷協力金がなくなった影響が考えられる。

【札幌市場の特徴と愛知県産の動向】

・ 相対取引よりセリによる取引の方が大きな割合を占めている。道内産の７割、府県

産の４割がセリによる販売で、全国的にも高い水準にある。

・ 近年、暖冬の影響から道産の雪中貯蔵キャベツの品質が悪い年がたびたびあり、愛

知産冬系キャベツの取扱が増えている（以前は春系のみ）。関東産の春系は変色が早

く、品質的には愛知県産が上である。

・ 大葉の販売金額は、最盛期（H11）の３．２億円から２．２億円（H20）と激減し
ている。入荷数量は変わらないが販売単価が安くなっているためである。



・ トマトでは、JA ひまわりの「王様のミニ」が今年から入荷している。北海道での
レギュラー規格は 150 ｇパックが主体であり、「王様のミニ」の出荷規格は 200 ｇ
パックである。この規格で は、小売値の設定が１パック当たり１９８円と高くなり、

３ kgバラで出荷してもらっ ている。また、「ハニーレッド」（JAひまわり）は、ミ
ニトマトのトップブランドとし て評価されている。

・ ブロッコリーは、今年度から JR のクールコンテナで出荷してもらっている。以前
のような他品目との混載のトラック便では荷傷みが出やすいが、クールコンテナは荷

傷みがほとんどなく、安心して販売できる。

２ 花き流通について（札幌花き園芸）

札幌において愛知県産花きはなくてはなら

ない存在で、花き類の販売金額の１９％（平

成１９年）を占めている。

輸送については、冬期の入荷量の９割は飛

行機に依存している。しかし、大雪の影響で

千歳空港が閉鎖となることが何度かある。愛

知県産（渥美）のキクは JR のクールコンテナ
と空路で出荷してもらっている。しかし、ト

ラック便の方が温度管理しやすく、荷傷みが

少ないので、現在本州からの輸送方法を再検討している。

札幌は、１人当たりの花の消費額は東京とほぼ同額の約１万円で、花消費の多い地域で

ある。消費の特徴として、冬は外が雪で覆われているため仏花の需要は少ないが、鮮やか

な色彩の花がギフト用として使われる。また、花祭壇も元々は札幌で始まったものが、全

国へと広がったと言われており、花消費の先進地として、工夫によって新たな需要を掘り

起こすことができる。

卸売業者としては、こちらからもっと消費動向を生産者（産地）へ伝えていかなくては

ならないと考えている。すなわち市場は物流基地であるよりも、消費地の情報を生産者へ

伝えることが重要な役割の１つだと思っている。消費者へは「1,000 円で１か月花のある
生活」などのプロモーションを行い、リピーターをつくることも大切だと考えている。

また、新たな販路として、北海道から一番近い国であるロシアを考えている。ロシアで

は男性でも頻繁に花を購入する習慣があり、年間２万円は花を消費する。将来の有望な市

場になりうると考えている。
＊
冬野菜流通対策確立促進事業費補助金：北海道の冬期間における野菜確保と道内消費地への安定供給の

ため、北海道が（社）北海道市場協会を通じ県連など出荷者へ出荷協力金を交付する事業。毎年１～４月

に出荷されるはくさい、キャベツ、だいこんの野菜３品目が対象で、１ｔ当たり、札幌：4,500円、地方：5,000

円が支払われた。



西 日 本 情 報 

                                               食 育 推 進 課 

農業高校生が食育実践活動を行いました！ 

 
農業高校が持っている田んぼや畑などの資源を活用して、農業高校生が地域の園児や

小学生などに食育実践活動を行う「農業高校生ぼくらの食育応援活動事業」を県内７つ

の農業高校で実施しました。 
農業高校生は、基礎知識勉強会で食育について学び、それを基にして稲作や野菜づく

りといった生産体験の指導や収穫物を使った料理体験などを行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新城高校 基礎知識勉強会 半田農業高校 田植え 

佐屋高校 アイガモを放す（アイガモ農法） 稲沢高校 だいこん間引き 

渥美農業高校 さつまいも収穫 
猿投農林高校 さつまいも収穫 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参加者の感想】 
「すごくおいしかったね。にんじんにがて

だったけど、たべれるようになったよ。」 
「私たちはおいしいお米を食べることがで

きました。農林高校の生徒さんや先生たち

が一生懸命育ててくれたからだと思いま

す。」 
【生徒の感想】 
「小さい子も一緒に頑張ってくれた。もっ

とたくさんこのような楽しい交流を増やして農業の理解を深めたい。」 
「みんなパクパクと食べていて、こんなにおいしく食べてくれるのなら、作った甲斐が

あったと思いました。この交流をいかして物を作る楽しさが、たくさんの子に伝わって

ほしいと思いました。」 
 
地域の子どもたちには、農作物をつくる体験を通じて食べ物を作ってくれる人たちへ

の感謝の気持ちや食べ物を大切にする心が育まれ、また高校生たちも食べ物を作る喜び

を伝えることで農業の理解につなげたいという気持ちを強く持ちました。 

「農業高校生ぼくらの食育応援活動事業」実践活動の内容一覧 

活動高校 実践活動の主な内容 

稲沢高校 春野菜、秋野菜の生産体験 

佐屋高校 アイガモ農法及び古代米による稲作体験 

半田農業高校 稲作体験 

安城農林高校 稲作体験 

猿投農林高校 サツマイモ栽培体験 

新城高校 サツマイモ・トウモロコシ・ニンジンの栽培体験、お茶の摘み取り

渥美農業高校 サツマイモ栽培体験 

 

新城高校 にんじん収穫 

半田農業高校 稲刈り 

安城農林高校 つきたての餅を試食 



フラワーページ

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

「ホワイトデーにはカラーを贈ろう！！」 キャンペーンについて

－新たな花き需要の創出－

３月１４日のホワイトデーを前にして、東京都内随所の花き販売店で、「ホワイトデー

にはカラーの花を贈ろう」とカラーが店頭を飾りました。このプロモーション（販売促進）

は、まだ一般消費者にはあまり浸透していませんが、新たな需要を開拓する試みとして花

き流通業界から注目されています。

そもそもこのキャンペーンは、当初、熊本

県花き研究会（熊本県、熊本経済連、京浜主

要花き卸売業者）が３月から５月にかけて出

荷量が増加する時期の対策の１つとして、熊

本県のアンテナショップがある銀座で３年前

に始めました。当初は近くの飲食店にカラー

を飾ってもらうだけの小さな試みでした。こ

のことを知った千葉県の生産者が自分たちの

産地も参加し、全国規模へ広げようという願いがこのプロモーションの発端となりました。

昨年１１月に千葉県木更津市のかずさアカデミアホールで「全国カラー生産者大会」（主

催：君津市農業協同組合）が初めて開催され、全国

の生産者、市場関係者、小売店などが集い（愛知県

内からも生産者や関係者が出席）、カラーの消費拡大

のため「ホワイトデーにはカラーの花を贈ろう」キ

ャンペーンの促進が決議され生産者と流通業者が組

んだプロモーションとなりました。

湿地性のカラーは農薬の使用量も比較的少なく、

ほぼ無肥料で生産できるので、今後は「環境に優し

い」ことを消費者へアピールすることも重要です。

こうした、プロモーションを生産者サイドだけでな

く業界全体で行っていくことが大切で、今後はホワ

イトデーだけでなく、花の消費拡大のため、一般消

費者へ浸透させる試みを続けることが大切です。



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場（品目：チンゲンサイ）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 １０７ ６４ ２４６ ２２５ 静岡 (４０％)
(６０％)

２１年見通し １１０ ５５ ２５０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

ハウス栽培で周年出荷だが、３月～４月 チンゲンサイは食味にくせがなく、どんな
にピークを迎える。２月の暖冬の影響で生 料理にもあう食材であるが、ほうれんそうや
育が良く、２Ｌなど大きめのものが多い。 小松菜等の需要に左右される面がある。
前進傾向で生育が早いが、谷間なく作付し 今後の消費拡大のためには、葉と軸のコン
ており、入荷が不安定になることはないで トラストを中華料理等の彩り素材としてＰＲ
あろう。 したり、茹でても破れにくい特質を活かした
入荷量は前年をやや上回り、価格は前年 料理法を提案するなどの工夫をするとよい。

をわずかに上回る見込み。

○ 東 京 都 中 央 卸 売 市 場（品目：さやえんどう）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ２９６ １１０ ８７２ ９２０ 鹿児島 (１６％)
(３７％) 静岡 (１１％)

ベトナム（１１％）
２１年見通し ２８０ － ９００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知からの入荷が多く、鹿児島、静岡が さやえんどうは、春のイメージが強い商材
これに続く。愛知の生育は気温が高く順調 である。量販店も節句ごとに売り込みをかけ
で切り上がりが早まる見込み。鹿児島も好 ている。国産指向も強まり国内産地には追い
天続きで生育が前進したため残量少ない。 風となっている。
静岡の生育も概ね順調である。 現状、本県産は味も良く、品質には問題が
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年 ないのでロットの増加が望まれる。今後気温

をわずかに上回る見込み。 の上昇による品質低下が懸念されるので、品
質管理には十分努めて欲しい。



名古屋・東京市場における青果物の４月の見通し

名古屋市中央卸売市場

３月１６日現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ４１,８１９ １７９ 201 176 164 愛知 28％
１７年 ３９,２９１ １９５ 198 195 193 北海道 14％

野 １８年 ３６,８３８ ２０９ 202 208 217 鹿児島 9％
１９年 ３７,００３ １９２ 189 193 195 茨城 7％
２０年 ３６,４７１ ２０５ 205 201 208

菜
５ ヵ 年 平 均 ３８,２８４ １９６ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ３５,６００ ２００ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

地元愛知と、土物類を中心に北海道、
鹿児島を主力に入荷する。２月の高温の
影響で前進傾向の品目と、３月の天候不
順で入荷が不安定な品目がある。
入荷量、価格ともに、前年をわずかに

下回る見込み。

１６年 ２,５４６ ９２ 120 93 67 愛知 62％
１７年 ２,４７４ １０１ 114 111 83 千葉 26％

だ １８年 ２,３２３ １０６ 119 111 90 鹿児島 5％
１９年 ２,０５４ ８５ 82 89 85 茨城 3％

い ２０年 ２,３９０ ８０ 80 88 73

こ ５ ヵ 年 平 均 ２,３５７ ９３ 103 98 80
前年及び本年の入荷

２１年見通し ２,３００ ８０ 90 80 70 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に、千葉、鹿児島などから
入荷する。愛知は、２月の高温の影響で
前進傾向で作柄も良好。千葉の生育も順
調で安定した入荷を見込む。
入荷量は前年をやや下回り、価格は安

かった前年並みの見込み。

１６年 ２,３２１ １３７ 112 140 160 徳島 89％
１７年 ２,７５０ １７９ 194 193 157 愛知 5％

に １８年 ２,０８９ １９３ 154 230 196 熊本 3％
１９年 ２,２２３ １２０ 103 112 150 台湾 2％

ん ２０年 ２,３５０ ２０９ 209 236 187

じ ５ ヵ 年 平 均 ２,３４６ １６８ 154 182 170
前年及び本年の入荷

２１年見通し ２,２００ １８０ 190 180 170 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、鹿児島中心の入荷から、徳島中
心の入荷へと切り替わる。各産地とも生
育は順調で、安定的な入荷で推移するで
あろう。
入荷量は前年をかなり下回り、価格は

高かった前年をかなり下回る見込み。

東京都中央卸売市場

３月２３日現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 １４１，８２９ ２０２ 221 199 185 千葉 15％
１７年 １３６，５８３ ２２１ 229 219 216 茨城 14％

野 １８年 １２６，１６２ ２３６ 227 239 243 北海道 9％
１９年 １２６，０４３ ２１９ 221 214 223 神奈川 7％
２０年 １３４，６３６ ２２９ 233 227 228 （愛知産比率

菜 7％）
５ ヵ 年 平 均 １３３，０５１ ２２１ 226 220 219

前年及び本年の入荷
２１年見通し １３０，０００ ２２０ 230 230 220 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に続き関東産地からの入荷が中心
となる。北海道からの土物類については
ほぼ終了。２月の天候不順の影響から病
害が散見されるも、生育は概ね順調に推
移している。
入荷量は前年をやや下回り、価格も前

年をやや下回る見込み。

１６年 １０，６４２ ９３ 120 91 68 千葉 85％
１７年 １０，７２４ ９８ 101 110 85 神奈川 7％

だ １８年 １１，２２６ ９９ 107 102 85 茨城 6％
１９年 ９，２０９ ９１ 79 99 96 埼玉 1％

い ２０年 １０，６６１ ８３ 78 89 80 （愛知産比率
0％）

こ ５ ヵ 年 平 均 １０，４９２ ９３ 97 98 83
前年及び本年の入荷

２１年見通し １０，５００ ８０ 80 80 80 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に引き続き関東産地からの入荷が
中心となる。千葉は暖冬の影響から前進
化傾向。品質も病害の発生もなく良好。
神奈川の生育も順調である。
入荷量は前年並みで、価格は前年をや

や下回る見込み。

１６年 ７，３８７ １３６ 99 144 169 徳島 78％
１７年 ８，００８ １７８ 190 187 163 静岡 4％

に １８年 ６，８４２ １９０ 151 218 196 千葉 4％
１９年 ７，３３０ １２４ 105 120 150 台湾 4％

ん ２０年 ７，８４４ ２１１ 211 229 196 （愛知産比率
0％）

じ ５ ヵ 年 平 均 ７，４８２ １６８ 151 229 196
前年及び本年の入荷

２１年見通し ８，０００ １７０ 165 170 170 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

徳島からの入荷が中心となる。徳島の
生育は順調であり、入荷は多かった前年
並なる見込み。静岡の入荷も始まる。生
育は順調である。
入荷量は多かった前年並で、価格は高

かった前年を大幅に下回る見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ２,４５０ ７８ 100 71 64 茨城 41％
１７年 ２,４８５ ７６ 85 71 72 長崎 17％

は １８年 ２,３９５ ９５ 80 91 111 愛知 17％
１９年 ２,２８２ ７５ 73 73 80 長野 13％

く ２０年 ２,３６７ ９３ 102 94 83

さ ５ ヵ 年 平 均 ２,３９６ ８３ 88 80 82
前年及び本年の入荷

２１年見通し ２,３００ ８０ 90 80 70 量・価格の動き
い

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城、長崎、愛知、長野など多産地か
ら入荷する。愛知は減少傾向だが、他の
産地は前年並みの入荷となるであろう。
各産地とも生育は順調。
入荷量は前年をわずかに下回り、価格

は高かった前年をかなり下回る見込み。

１６年 ３,６５１ ７６ 78 77 74 愛知 72％
１７年 ３,３７３ １１４ 116 111 115 兵庫 8％

キ １８年 ３,３７６ １１０ 98 99 137 神奈川 8％
１９年 ３,３０３ ９５ 89 93 103 三重 6％

ャ ２０年 ３,６９５ ８３ 87 76 87

ベ ５ ヵ 年 平 均 ３,４７９ ９５ 94 91 103
前年及び本年の入荷

２１年見通し ３,４００ ８５ 85 80 90 量・価格の動き
ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に、神奈川、兵庫、三重な
どから入荷する。愛知の冬系は大玉。下
旬より減少し、冷蔵ものに移行する。春
系はやや前進傾向。兵庫も、例年より１
週間ほど早く入荷が始まるであろう。
入荷量は多かった前年をかなり下回り

価格は前年をわずかに上回る見込み。

１６年 ４４０ ２９６ 293 277 325 愛知 77％
１７年 ３９１ ３３４ 344 309 349 岐阜 13％

ほ １８年 ３４５ ３８０ 321 382 487 福岡 2％
１９年 ３４３ ３７６ 371 379 379 群馬 2％

う ２０年 ３０４ ４０５ 464 318 448

れ ５ ヵ 年 平 均 ３６５ ３５３ 359 333 398
前年及び本年の入荷

２１年見通し ３３０ ３７０ 300 350 400 量・価格の動き
ん

産地状況と
そ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

う 愛知を主体に、一部岐阜などからも入
荷する。愛知の生育はまずまずだが、病
気が発生している産地もあり、入荷が不
安定となる懸念がある。岐阜は暖冬の影
響でやや前進傾向。
入荷量は前年をかなり上回り、価格は

高かった前年をかなり下回る見込み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ７，０９７ ６５ 99 49 42 茨城 93％
１７年 ６，９３７ ６２ 79 58 49 兵庫 2％

は １８年 ６，５６５ ８１ 82 73 89 長崎 2％
１９年 ５，６６８ ５９ 60 57 59 千葉 2％

く ２０年 ５，７１８ ８９ 106 89 71 （愛知産比率
－％）

さ ５ ヵ 年 平 均 ６，３９７ ７１ 85 65 62
前年及び本年の入荷

２１年見通し ５，５００ ８０ 90 80 80 量・価格の動き
い

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城からの入荷が中心となる。茨城は
春はくさいに切り替わる。降雨・低温で
生育は停滞気味。畑によるバラツキも見
られ、量的には前年を下回る産地もある。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前

年をかなり下回る見込み。

１６年 １７，９９２ ７９ 89 84 66 神奈川 45％
１７年 １７，１８２ １１４ 126 114 104 愛知 35％

キ １８年 １６，０７７ １２３ 123 116 131 千葉 15％
１９年 １６，０７１ ９６ 100 91 98 茨城 3％

ャ ２０年 １８，１４０ ９１ 97 89 89 （愛知産比率
35％）

ベ ５ ヵ 年 平 均 １７，０９２ １００ 107 99 98
前年及び本年の入荷

２１年見通し １７，５００ ８５ 85 90 85 量・価格の動き
ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知からの入荷が減少し神奈川からの
入荷が多くなる。神奈川の生育は前進化
傾向だが、菌核病なども散見される。愛
知の生育は順調。千葉も生育順調だが品
質は一部で病害散見されるが概ね良好。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前

年をかなり下回る見込み。

１６年 １，６５０ ４００ 385 410 407 埼玉 28％
１７年 １，６０８ ３８０ 387 339 416 茨城 25％

ほ １８年 １，４０８ ４５４ 413 455 498 群馬 24％
１９年 １，４０５ ４０９ 400 422 403 千葉 12％

う ２０年 １，２８７ ４７０ 516 416 482 （愛知産比率
0％）

れ ５ ヵ 年 平 均 １，４７２ ４２０ 420 408 441
前年及び本年の入荷

２１年見通し １，３００ ４７０ 470 470 470 量・価格の動き
ん

産地状況と
そ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

う 関東産地からの入荷が中心となる。埼
玉の生育は２月の天候不順による遅れか
らも回復して概ね順調である。茨城の生
育も順調。群馬も順調な生育が見込まれ
る。
入荷量は前年並みで、価格も前年並み

となる見込み。



名古屋市中央卸売市場 ※「ねぎ」の数値には「こねぎ」を含む。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ８５０ ２８７ 269 289 301 愛知 32％
１７年 ８２９ ２５８ 225 263 283 大分 19％

ね １８年 ７５８ ２９６ 270 292 322 埼玉 11％
１９年 ８０６ ２７１ 253 266 298 鳥取 9％
２０年 ８２９ ４０９ 413 411 405

５ ヵ 年 平 均 ８１４ ３０４ 286 304 322
前年及び本年の入荷

２１年見通し ８００ ３００ 300 300 300 量・価格の動き
ぎ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に大分、鳥取、静岡などか
ら入荷する。愛知は長ねぎで、生産も需
要も減少する時期となる。他の産地は白
ねぎ。鳥取は春系。静岡は減少するが、
大分は増量の見込み。
入荷量は前年をやや下回り、価格は高

かった前年を大幅に下回る見込み。

１６年 １,９０６ １８２ 227 160 160 兵庫 52％
１７年 ２,０１７ １８４ 190 170 190 茨城 37％

レ １８年 ２,１０５ １８２ 160 163 223 愛知 5％
１９年 １,８８２ ２５４ 218 258 290 長野 4％
２０年 １,９６４ １７２ 184 165 167

タ
５ ヵ 年 平 均 １,９７５ １９４ 196 183 206

前年及び本年の入荷
２１年見通し １,９００ １８０ 190 180 170 量・価格の動き

ス
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

兵庫、茨城を中心に、一部、愛知など
から入荷する。茨城は、作付面積が減少
している。全体的に大玉傾向。
入荷量は前年をやや下回り、価格は安

かった前年をやや上回るものの、例年よ
りはかなり安い見込み。

１６年 ２,２５８ １５５ 189 138 143 愛知 44％
１７年 １,９７６ １７３ 191 160 171 高知 17％

き １８年 １,５９３ ２５８ 202 287 289 群馬 14％
１９年 １,６５８ ２３４ 247 233 222 宮崎 14％

ゅ ２０年 １,７５９ ２４１ 230 233 259

う ５ ヵ 年 平 均 １,８４９ ２０７ 212 210 217
前年及び本年の入荷

２１年見通し １,７００ ２３０ 240 230 220 量・価格の動き
り

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を主力に群馬、高知、宮崎などか
ら入荷する。愛知、西南暖地の長期作型
のものは、終盤のため樹勢も弱まり、多
くの入荷は見込めない。関東産地は生育
順調。
入荷量は前年をやや下回り、価格は高

かった前年をやや下回る見込み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ４，２９３ ２３２ 227 248 222 千葉 47％
１７年 ４，３７７ ２１０ 199 221 209 埼玉 33％

ね １８年 ４，０１９ ２４７ 216 283 237 茨城 10％
１９年 ３，８９５ ２１７ 211 203 240 栃木 4％
２０年 ４，１４２ ３６６ 356 387 356 （愛知産比率

0％）
５ ヵ 年 平 均 ４，１４５ ２５４ 242 268 253

前年及び本年の入荷
２１年見通し ４，２００ ２００ 170 190 200 量・価格の動き

ぎ
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に引き続き関東産地からの入荷が
中心となる。千葉は暖冬の影響で前進化
傾向。品質も一部病害も散見されるが概
ね良好である。埼玉は多雨と高温で病害
が発生し今後の生育が懸念される。
入荷量は前年並で、価格は高かった前

年を大幅に下回る見込み。

１６年 ７，９３８ １７０ 212 148 149 茨城 64％
１７年 ７，８２２ １７４ 180 161 181 兵庫 11％

レ １８年 ７，２０５ １６４ 148 153 194 香川 11％
１９年 ６，２９５ ２４１ 204 254 273 栃木 5％
２０年 ７，４２１ １６０ 166 155 159 （愛知産比率

タ 0％）
５ ヵ 年 平 均 ７，３３６ １８０ 182 174 191

前年及び本年の入荷
２１年見通し ７，２００ １８０ 190 180 180 量・価格の動き

ス
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城からの入荷が増えてくる。茨城の
生育は概ね順調。肥大も良好である。兵
庫の生育も高温と適雨に恵まれ概ね順調
である。香川の生育も順調で、春レタス
の入荷が本格化する。
入荷量は前年をわずかに下回り、価格

はかなり上回る見込み。

１６年 ７，９１９ １７４ 202 166 154 埼玉 33％
１７年 ７，８２７ １９６ 217 180 194 群馬 22％

き １８年 ６，５８７ ２８１ 232 328 284 茨城 14％
１９年 ６，３１７ ２５５ 291 240 232 千葉 14％

ゅ ２０年 ６，６７３ ２６３ 246 260 283 （愛知産比率
0％）

う ５ ヵ 年 平 均 ７，０６５ ２３０ 238 235 229
前年及び本年の入荷

２１年見通し ６，６００ ２６０ 300 260 260 量・価格の動き
り

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

関東産地からの入荷が中心となる。埼
玉の生育は概ね順調だが、日照不足の影
響が懸念される。群馬は曇雨天が続き草
勢がやや弱い。茨城生育は順調である。
入荷量は平年並みで、価格も平年並み

となる見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 １,１８６ ２５２ 286 263 215 愛知 52％
１７年 １,２１９ ２６６ 286 266 254 熊本 43％

な １８年 ９２２ ３０８ 277 311 337 高知 4％
１９年 １,０５７ ２９５ 289 289 309 鹿児島 1％
２０年 １,１３９ ２７６ 279 256 292

５ ヵ 年 平 均 １,１０５ ２７８ 283 277 281
前年及び本年の入荷

２１年見通し １,１００ ２９０ 290 280 300 量・価格の動き
す

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、熊本を中心に、高知などから入
荷する。愛知は千両、熊本は長なす。気
温の上昇に伴い、高品質のものが安定的
に出回るであろう。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前

年をやや上回る見込み。

１６年 １,５８２ ２６５ 315 234 249 愛知 38％
１７年 １,４０４ ３４３ 365 345 326 熊本 32％

ト １８年 １,２３６ ３７４ 378 377 367 三重 16％
１９年 １,４０６ ３５２ 403 342 313 岐阜 11％
２０年 １,４０３ ３３４ 349 359 303

マ
５ ヵ 年 平 均 １,４０６ ３３１ 362 331 312

前年及び本年の入荷
２１年見通し １,４００ ３５０ 380 350 320 量・価格の動き

ト
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に熊本、三重、岐阜などか
ら入荷する。３月の降雨や天候不順の影
響で、多くの入荷は期待できないであろ
う。
入荷量は前年並み、価格は前年をやや

上回る見込み。

１６年 ３３１ ４７３ 531 455 441 愛知 48％
１７年 ３１４ ６２１ 645 633 598 熊本 44％

ミ １８年 ２５３ ６８０ 625 713 702 和歌山 6％
１９年 ３１０ ５９５ 660 579 551

ニ ２０年 ３０２ ６２０ 657 629 587

ト ５ ヵ 年 平 均 ３０２ ５９３ 624 602 576
前年及び本年の入荷

２１年見通し ３００ ６２０ 650 630 600 量・価格の動き
マ

産地状況と
ト 入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、熊本を中心に、一部和歌山など
から入荷する。３月の降雨により、各産
地とも上旬は入荷が少なめだが、中下旬
は回復するであろう。
入荷量は前年並みで、価格は前年同様

に例年をやや上回る見込み。

東京都中央卸売市場 ※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ４，８３８ ２７６ 322 280 237 高知 51％
１７年 ４，５６１ ３０６ 319 292 300 福岡 21％

な １８年 ３，６３７ ３４２ 324 344 358 群馬 7％
１９年 ３，６８９ ３２８ 307 323 361 佐賀 5％
２０年 ４，０６３ ３１０ 310 308 313 （愛知産比率

0％）
５ ヵ 年 平 均 ４，１５８ ３１０ 316 309 314

前年及び本年の入荷
２１年見通し ３，９００ ３２０ 340 320 320 量・価格の動き

す
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

西南暖地からの入荷が中心となる。高
知は気温の上昇とともに２月の天候不順
の影響からも回復する見込み。作付面積
の減少から量的には減少見込み。福岡の
生育も日照不足によりやや遅れ気味。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前

年をやや上回る見込み。

１６年 ８，３９５ ２７４ 336 242 251 熊本 20％
１７年 ７，２５０ ３５８ 387 350 343 栃木 20％

ト １８年 ５，９８３ ３９６ 390 400 396 愛知 12％
１９年 ６，３７０ ３９１ 432 378 359 千葉 9％
２０年 ６，７９４ ３７８ 413 396 337 （愛知産比率

マ 12％）
５ ヵ 年 平 均 ６，９５８ ３５４ 392 353 337

前年及び本年の入荷
２１年見通し ６，６００ ３８０ 390 380 370 量・価格の動き

ト
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

全国各産地の競合期。熊本は生育は概
ね順調だが２月の曇雨天の影響で病害も
散見され、やや小玉傾向。栃木の生育は
概ね順調で肥大も良好。愛知は天候不順
の影響で生育が遅れ気味。
入荷量は前年をわずかに下回り、価格

は前年並みとなる見込み。

１６年 １，２７３ ４３１ 480 410 402 愛知 32％
１７年 １，１５４ ５７２ 574 578 567 熊本 27％

ミ １８年 ９２０ ６９０ 616 415 335 千葉 11％
１９年 １，２１５ ５６４ 639 544 510 宮崎 9％

ニ ２０年 １，１１５ ６０２ 627 600 584 （愛知産比率
32％）

ト ５ ヵ 年 平 均 １，１３５ ５６４ 587 570 560
前年及び本年の入荷

２１年見通し １，１００ ６００ 630 600 600 量・価格の動き
マ

産地状況と
ト 入荷量及び卸売価格の概況見通し

前月に続き愛知、熊本からの入荷が中
心となる。愛知の生育は概ね順調であり
入荷量は徐々に増えてくる見込み。熊本
を始めとする西南暖地についても生育は
概ね順調である。
入荷量は前年並みで、価格も前年並み

となる見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ８７３ ２３１ 262 221 211 宮崎 39％
１７年 ８１２ ３３６ 377 308 328 鹿児島 36％

ピ １８年 ６６１ ３８４ 363 363 433 高知 23％
１９年 ６９０ ３４０ 355 334 331ー

２０年 ６４６ ３６５ 341 346 410 (愛知産比率
0％）

マ ５ ヵ 年 平 均 ７３６ ３２５ 340 314 343
前年及び本年の入荷

２１年見通し ６５０ ３５０ 370 350 330 量・価格の動き
ン

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

宮崎、鹿児島、高知等の西南暖地から
の入荷が中心となる。各産地とも作付面
積が１０％以上減少しているため、全体
として少なめではあるものの、安定した
入荷となるであろう。
入荷量は前年並みで、価格は高かった

前年をやや下回る見込み。

１６年 ５,２６３ １５５ 188 152 138 鹿児島 75％
１７年 ２,９８８ １８９ 182 163 218 北海道 22％

ば １８年 ４,７２２ １４６ 154 148 137 長崎 3％
１９年 ４,２５４ １３３ 145 136 119

れ ２０年 ３,０６４ １５９ 138 168 170 (愛知産比率
0％）

い ５ ヵ 年 平 均 ４,０５８ １５４ 161 153 156
前年及び本年の入荷

２１年見通し ３,０００ １６０ 160 160 160 量・価格の動き
し

産地状況と
ょ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

鹿児島を中心に、北海道、長崎から入
荷する。鹿児島は、上旬で離島のものが
終了し、本土のものが増えてくる。北海
道は計画出荷で安定的。長崎は下旬から
入荷が始まるであろう。
入荷量は、少なかった前年をさらに下

回るものの、価格は前年並みの見込み。

１６年 ７,２１４ ８０ 93 83 70 北海道 66％
１７年 ６,９０１ ９５ 94 106 87 愛知 28％

た １８年 ５,６７０ ９６ 100 98 89 熊本 2％
１９年 ６,６７８ ６９ 75 67 64 静岡 2％

ま ２０年 ５,８７８ ７３ 77 74 68

ね ５ ヵ 年 平 均 ６,４６８ ８２ 88 86 76
前年及び本年の入荷

２１年見通し ６,０００ ７７ 80 77 74 量・価格の動き
ぎ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

北海道を中心に愛知、熊本、静岡など
から入荷する。愛知の新たまねぎが増え
てくるほか、熊本がスタートする。生育
は順調。
入荷量は少なかった前年をわずかに上

回り、価格は安かった前年をやや上回る
見込み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ２，５２５ ２５１ 280 243 230 茨城 55％
１７年 ２，６９０ ３８７ 409 394 367 宮崎 23％

ピ １８年 ２，１９８ ４１３ 352 434 455 高知 14％
１９年 ２，２２４ ３５７ 347 346 381 鹿児島 7％ー

２０年 ２，２１５ ４５１ 417 410 515 （愛知産比率
－％）

マ ５ ヵ 年 平 均 ２，３２１ ３６４ 355 319 385
前年及び本年の入荷

２１年見通し ２，１００ ４７０ 490 470 460 量・価格の動き
ン

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城からの入荷が中心で、西南暖地が
それに続く。茨城の生育は日照不足の影
響から肥大がやや遅れている。宮崎を始
めとする西南暖地の生育も順調で安定し
た入荷が見込まれる。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前

年をやや上回る見込み。

１６年 ９，４７８ １５２ 173 155 132 北海道 57％
１７年 ７，９７３ １６４ 135 164 189 鹿児島 34％

ば １８年 ９，２９３ １４０ 136 142 142 長崎 7％
１９年 ９，２５１ １２７ 129 125 128

れ ２０年 ９，９６１ １２２ 109 125 132 （愛知産比率
－％）

い ５ ヵ 年 平 均 ９，１９１ １４０ 136 142 145
前年及び本年の入荷

２１年見通し ９，６００ １３０ 130 130 120 量・価格の動き
し

産地状況と
ょ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

鹿児島からの入荷が本格化し、北海道
の在庫ものは終盤となる。北海道の残量
は前年より少ないが品質は良好である。
鹿児島の生育は２月の高温から順調であ
る。
入荷量は前年やや下回り、価格は前年

をかなり上回る見込み。

１６年 １４，２２８ ９３ 105 98 79 佐賀 49％
１７年 １２，７４０ １１１ 117 122 101 北海道 41％

た １８年 １１，９０５ １０５ 108 108 101 静岡 3％
１９年 １５，２２８ ７０ 89 64 61 熊本 2％

ま ２０年 １４，１７４ ８１ 88 83 73 （愛知産比率
2％）

ね ５ ヵ 年 平 均 １３，６５５ ９１ 101 95 83
前年及び本年の入荷

２１年見通し １４，０００ ８０ 100 80 80 量・価格の動き
ぎ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

佐賀からの入荷が本格化する。佐賀の
生育は天候不順の影響から遅れ気味であ
るが作型の前進化により入荷量は増加傾
向。北海道は平年並みの入荷見込みであ
る。
入荷量は前年並で、価格も前年並みと

なる見込み。



名古屋市中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 １６,０６５ ２７６ 300 286 249 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 19％
１７年 １４,９５２ ２９８ 367 283 284 熊本 19％

果 １８年 １０,５５７ ３１８ 319 315 320 青森 15％
１９年 １０,３０３ ３６３ 354 376 357 三重 9％
２０年 １０,７３４ ３２４ 330 328 314 (愛知産比率

実 9％）
５ ヵ 年 平 均 １２,５２２ ３１１ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し １０,５００ ３２０ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

いちご、晩柑類を中心に、メロン類、
すいかなどの入荷が増加してくる時期と
なる。全体的に入荷は多くないが、消費
が低迷しており、価格は期待できない。
入荷量は少なかった前年をさらに下回

り、価格は前年並みの見込み。

１６年 １,８００ ６００ 620 558 634 愛知 61％
１７年 １,７８１ ７３３ 904 642 675 熊本 17％

い １８年 １,４２４ ７６４ 690 752 930 鹿児島 7％
１９年 １,３００ ７８９ 692 852 861 三重 6％
２０年 １,３９９ ７１１ 824 683 625

ち
５ ヵ 年 平 均 １,５４１ ７１３ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し １,３００ ７５０ 700 750 780 量・価格の動き

ご
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知を中心に、熊本、鹿児島、三重な
どから入荷する。谷間なく入荷するもの
の、ミツバチ不足により受粉が順調でな
く、奇形果や変形果の懸念がある。作柄
はよくない。
入荷量は前年をかなり下回り、価格は

前年をやや上回る見込み。

１６年 ２１２ ４２５ 526 436 397 熊本 100％
１７年 ７３ ５５４ 668 534 541

ア １８年 ７２ ５５５ 715 616 516
１９年 １１０ ５２０ 652 558 486

ン ２０年 １２２ ５２０ 691 537 477 (愛知産比率
-％）

デ ５ ヵ 年 平 均 １１８ ４９４ － － －
前年及び本年の入荷

２１年見通し １２０ ５００ 700 500 450 量・価格の動き
ス

産地状況と
メ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

ロ ほぼ熊本からの入荷。４月下旬から５
月上旬にかけてピークとなる。栽培方法

ン の変化もあり、全体として大玉傾向。
入荷量は前年並みで、価格は高かった

前年をやや下回る見込み。

東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ３７，７４４ ３２４ 333 340 304 青森 17％
１７年 ３５，１１６ ３０１ 329 320 259 熊本 15％

果 １８年 ３３，６２４ ３３６ 336 344 330 愛媛 12％
１９年 ２８，５５５ ３９９ 389 404 404 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 12％
２０年 ３２，６９８ ３５９ 374 356 348 (愛知産比率

実 1％）
５ ヵ 年 平 均 ３３，５４７ ３４４ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ３０，０００ ３７０ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

中晩柑、いちご中心に入荷する。
中晩柑類は貯蔵物の減酸は遅れている

が、入荷量は前年並と見込まれる。また
、すいか類、メロン類の作付面積は減少
しており、日照不足の影響から生育遅れ
ているが、前月分が今月にずれ込み入荷
量は前年並の見込み。総入荷量は少なか
った前年を下回り、価格は前年をやや上
回ると見込まれる。

１６年 ５，９７３ ６６８ 658 642 723 栃木 31％
１７年 ６，２４７ ７７７ 946 682 718 福岡 19

い １８年 ５，５８２ ７８４ 728 796 868 佐賀 13
１９年 ４，６８０ ７９７ 731 832 860 茨城 11
２０年 ５，４８８ ７８０ 876 746 707 (愛知産比率

ち 4％）
５ ヵ 年 平 均 ５，５９４ ７６１ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ５，３００ ７８０ 800 780 770 量・価格の動き

ご
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

栃木中心に福岡、佐賀から入荷する。
生育は、各産地とも日照不足の影響か

ら、不受精や小玉果の発生が多くなる見
込み。入荷量は前年をやや下回ると見込
まれ、価格は一部の品種に品薄感がある
が、全体としては前年並と見込まれる。

１６年 ６８８ ４５２ 585 451 411 熊本 86％
１７年 ３３９ ５７９ 603 570 575 茨城 13％

ア １８年 ３４３ ５５４ 627 558 531
１９年 ４１３ ５３３ 640 563 480

ン ２０年 ３３４ ５２４ 676 586 454 (愛知産比率
-％）

デ ５ ヵ 年 平 均 ４２３ ５２８ － － －
前年及び本年の入荷

ス ２１年見通し ３３０ ５５０ 700 590 500 量・価格の動き

メ 産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ロ
熊本中心に入荷する、下旬から茨城が

ン 加わる。作付面積は各産地とも前年より
かなり減少している。冬期の日照不足の
影響から昨年より生育は１週間ほど遅れ
ている。入荷量は前年並と見込まれ、価
格は前年をやや上回ると見込まれる。



切 花 ・ 鉢 花 の ４ 月 の 見 通 し

切 花（地方卸売市場 ヤマヱ生花市場 ３月２４日現在） 単位：千本、円／本

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 ８１８ ５３
実 １７年 ８２２ ６５

輪 １８年 ７４２ ５１
績 １９年 ９２５ ４２

２０年 ７３７ ４８
ぎ

５ヶ年平均 ８０９ ５２

く ２１年見通し ８００ ４７

概 愛知（渥美地区）を中心に、一部、沖縄、大分から入荷。３月の彼岸時は白ぎくが品薄
であったが、４月には回復する。特に中旬以降は、近郊の産地を中心に増加する見込み

要 で、月全体では前年を上回るであろう。需要も少ないことから、価格はやや苦しい展開。

１６年 ５６４ ３２
実 １７年 ４２３ ３９

小 １８年 ５０１ ２７
績 １９年 ５２０ ２５

２０年 ６２４ ２１
ぎ

５ヶ年平均 ５２６ ２８

く ２１年見通し ６００ ２３

概 沖縄中心の入荷。３月（彼岸ごろ）から前進傾向が続いており、４月上旬までは少なめ
となるが、中旬以降は回復に向かい、入荷量は増加するであろう。価格は、彼岸需要の反

要 動で軟調な動きが予想され、苦しい。

１６年 ７４３ ４０
カ 実 １７年 ６８０ ３７ー

１８年 ５９６ ３２
ネ 績 １９年 ５６５ ４１ー

２０年 ６０９ ３７
シ
ョ ５ヶ年平均 ６３９ ３７
ン

２１年見通し ６００ ３７

概 愛知、長野、和歌山を中心に入荷。３月下旬は谷間があったが、４月は大きな波もな
く、安定した入荷が見込まれる。前半は、入学式・入社式等の需要により、ピンク系を中

要 心に荷動きが良いが、後半は需要が少なく、やや苦しい展開となるであろう。

１６年 １６１ ５５
か 実 １７年 １４２ ５０

１８年 １４１ ４４
す 績 １９年 ９３ ７３

２０年 ８９ ６４
み

５ヶ年平均 １２５ ５５
そ

２１年見通し ８５ ６５
う

概 和歌山、熊本、高知を中心に入荷。高温で前進したため、４月は前年を下回るであろ
う。品種は「ビッグミスター」から「アルタイル」へ移行する。価格は、前半は入学式・

要 入社式等により堅調だが、後半は需要も減少し、苦しくなるであろう。



単位：千本、円／本

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 １８０ １６０
実 １７年 １５１ １９０

ゆ １８年 １２３ ２０２
績 １９年 １３５ ２１６

２０年 １４９ １７９

り ５ヶ年平均 １４８ １８７

２１年見通し １５５ １７５

概 高知、愛知、岐阜を中心に入荷。オリエンタルは各産地とも生育順調で、３月の遅れか
ら回復する。品種も色も豊富になり、バランスよく入荷する。てっぽうゆり、すかしゆり

要 は入荷減少。価格は、前半は需要が多いことから荷動き良く堅調だが、後半はやや軟調。

１６年 ２６０ ７４
実 １７年 ２８３ ６８

洋 １８年 ２０７ ７９
績 １９年 ２５６ ８７

２０年 ２５８ ７５
ら

５ヶ年平均 ２５３ ７６

ん ２１年見通し ２５５ ７５

概 高知、岐阜、静岡のほか、輸入ものも入荷。国内産のコチョウランは、気温の上昇に伴
い順調に入荷する。輸入ものは、オンシジウムは順調だが、デンファレは産地が雨季に入

要 り入荷減少の見込み。価格は、前半は需要が多く堅調だが、後半は苦しい展開。

１６年 ４９１ ５１
実 １７年 ４５８ ５１

ば １８年 ３６５ ６０
績 １９年 ３８１ ５８

２０年 ４２１ ５８

ら ５ヶ年平均 ４２３ ５５

２１年見通し ４２０ ５５

概 愛知、岐阜、三重、和歌山を中心に輸入ものも入荷。各産地とも生育順調。前半は少な
めだが、後半は増加し、月全体では前年並みの入荷となるであろう。価格は、入学式・入

要 社式等で需要の多い前半は堅調だが、後半はブライダル以外の需要が少なく、苦しい。

１６年 １,１６３ ３３
実 １７年 １,１３０ ３２

枝 １８年 １,０３１ ３５
績 １９年 １,０５６ ３６

２０年 ９９７ ３５
も

５ヶ年平均 １,０７５ ３４

の ２１年見通し １,０６０ ３６

概 長野、静岡、愛知、岐阜等から入荷。春を迎え、芽吹きもの、山取りものが入荷するほ
か、４月後半には季咲きものが入荷する。入学式・入社式により、松や桜など大ぶりのも

要 のは引き合いが強くなる。後半は稽古も始まり、花材の動きも良くなる見込み。



鉢 花（愛知豊明花き地方卸売市場 ３月９日現在） 単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 51,609 557

カ 実 １７年 48,980 587

１８年 35,268 540

ラ 績 １９年 33,074 545

２０年 26,966 556

ー

５ヶ年平均 39,179 556

２１年見通し 24,000 540

概 原油高騰の影響で、昨年に球根の発注をしておらず、生産量は減少。入荷は母の日が中
心となるので、この月は若干少なめになりそう。昨年４月の主要県の入荷実績は、金額ベ

要 ースのシェアで１位愛知（４２％）、２位新潟・長野（２０％）となっている。

１６年 57,761 2,505

フ 実 １７年 56,917 2,443

ァ １８年 41,075 2,844

レ 績 １９年 57,134 2,863

ノ ２０年 49,679 2,444

プ

シ ５ヶ年平均 52,513 2,611

ス

２１年見通し 50,000 2,200

概 昨年同様、前半は大輪系、後半はミディー系を中心とした荷動きになるであろう。た
だ、例年以上に買い控えが予想され、かなり厳しい動きとなりそうである。昨年４月の主

要 要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（５８％）、２位福岡（１２％）、
３位熊本（６％）となっている。

１６年 98,410 560

ハ 実 １７年 85,874 628

イ １８年 73,291 631

ド 績 １９年 101,922 632

ラ ２０年 91,276 659

ン

ジ ５ヶ年平均 90,155 621

ア

２１年見通し 92,000 650

概 近年、目立った新品種はなかったが、関東のある生産者が大手製紙会社と提携・開発し
た品種が注目を集めそう。これを起爆剤として、ハイドランジア全体の底上げを期待した

要 い。昨年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（７５％）、
２位群馬（７％）、３位埼玉（６％）となっている。



単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 43,113 337

ス 実 １７年 44,849 308

パ １８年 39,632 344

テ 績 １９年 40,473 303

ィ ２０年 42,136 332

フ

ィ ５ヶ年平均 42,041 325

ラ

ム ２１年見通し 40,000 320

概 生産量の減少に伴い、入荷量も減少するものと思われる。堅い需要が見込まれる３号鉢
に関しても、下旬にスポット的に盛り上がる程度で、全体的には厳しそう。昨年４月の主

要 要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（４２％）、２位愛知（３４％）、
３位岐阜（１５％）となっている。

１６年 123,550 252

バ 実 １７年 113,997 245

ラ １８年 91,707 230

（

績 １９年 87,258 249

ミ ２０年 85,226 265

ニ

バ ５ヶ年平均 100,348 248

ラ

）

２１年見通し 87,000 250

概 暖冬の影響で精算が全体的に前倒しになり、入荷増となりそう。そのため、価格面では
かなり厳しい動きになりそうである。昨年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェ

要 アで１位愛知（６１％）、２位岐阜（１７％）、３位三重（１０％）となっている。

１６年 177,516 274

カ 実 １７年 142,042 335

ー

１８年 38,742 303

ネ 績 １９年 120,102 292

ー

２０年 85,194 288

シ

ョ ５ヶ年平均 112,719 298

ン

２１年見通し 90,000 280

概 「ミソ」をはじめとする新品種に注目が集まり、全体としては下旬頃から需要が活発に
なりそう。４号鉢の生産量増加に伴い、入荷量も増加か。昨年４月の主要県の入荷実績

要 は、金額ベースのシェアで１位愛知(５１％)、２位茨城(１３％)、３位岐阜（７％）とな
っている。



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 42,367 95.2 3,901,060 79.7 92 83.6 42,367 95 3,901,060 80 92 83.6

トマト 98 63.0 27,334 47.7 279 75.7 98 63 27,334 48 279 75.7

たまねぎ 13,134 81.6 488,413 90.5 37 110.8 13,134 82 488,413 90 37 110.8

にんにく 1,854 106.2 152,378 86.5 82 81.5 1,854 106 152,378 87 82 81.5

ねぎ 2,122 66.5 175,786 49.1 83 73.8 2,122 67 175,786 49 83 73.8

ブロッコリー 1,063 68.2 198,017 71.7 186 105.1 1,063 68 198,017 72 186 105.1

結球キャベツ 2,212 561.2 68,002 422.1 31 75.2 2,212 561 68,002 422 31 75.2

にんじん・かぶ 1,582 104.5 59,837 66.6 38 63.7 1,582 105 59,837 67 38 63.7

ごぼう 3,213 92.4 104,805 77.1 33 83.5 3,213 92 104,805 77 33 83.5

えんどう 72 37.0 15,845 45.5 221 123.2 72 37 15,845 46 221 123.2

アスパラガス 814 94.7 499,757 84.9 614 89.7 814 95 499,757 85 614 89.7

まつたけ - - 470 - 5,732 - 0 - 470 - 5,732 -

しいたけ 554 67.7 122,257 62.9 221 93.0 554 68 122,257 63 221 93.0

かぼちゃ 11,956 115.8 744,924 75.8 62 65.4 11,956 116 744,924 76 62 65.4

果実（生鮮・乾燥） 140,007 122.0 13,517,563 99.7 97 81.8 140,007 122 13,517,563 100 97 81.8

バナナ 94,037 144.4 6,204,173 168.7 66 116.8 94,037 144 6,204,173 169 66 116.8

パイナップル 9,337 103.1 537,201 101.2 58 98.2 9,337 103 537,201 101 58 98.2

レモン 3,852 105.0 454,915 56.7 118 53.9 3,852 105 454,915 57 118 53.9

オレンジ 7,082 124.9 726,454 123.0 103 98.5 7,082 125 726,454 123 103 98.5

グレープフルーツ 12,313 74.0 1,223,646 64.7 99 87.5 12,313 74 1,223,646 65 99 87.5

メロン 2,123 85.9 241,398 80.9 114 94.1 2,123 86 241,398 81 114 94.1

ぶどう 355 1051.1 74,073 382.2 208 36.4 355 1,051 74,073 382 208 36.4

キウイ 23 184.4 5,929 196.5 262 106.6 23 184 5,929 197 262 106.6

いちご 8 71.5 5,901 54.4 735 76.1 8 72 5,901 54 735 76.1

切花（生鮮・乾燥） 2,306 94.8 1,773,907 85.2 769 89.8 2,306 95 1,773,907 85 769 89.8

鳥獣肉類 137,548 110.1 60,428,187 106.1 439 96.4 137,548 110 60,428,187 106 439 96.4

牛肉（くず肉含む） 36,668 137.7 13,393,521 103.6 365 75.3 36,668 138 13,393,521 104 365 75.3

豚肉（くず肉含む） 61,365 103.8 32,144,973 103.2 524 99.5 61,365 104 32,144,973 103 524 99.5

鶏肉 31,188 93.3 10,436,345 121.0 335 129.6 31,188 93 10,436,345 121 335 129.6

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 158,049 94.0 76,167,367 90.2 482 95.9 158,049 94 76,167,367 90 482 95.9

まぐろ類 16,172 96.1 12,248,839 80.7 757 83.9 16,172 96 12,248,839 81 757 83.9

さば・さんま・あじ・いわし 27,632 102.4 5,466,430 98.4 198 96.1 27,632 102 5,466,430 98 198 96.1

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 3,779 54.8 991,719 42.6 262 77.7 3,779 55 991,719 43 262 77.7

うんしゅうみかん 64 62.9 41,244 101.3 645 161.2 64 63 41,244 101 645 161.2

りんご 3,605 54.4 848,901 39.5 235 72.6 3,605 54 848,901 39 235 72.6

なし 9 24.8 4,640 24.3 510 97.9 9 25 4,640 24 510 97.9

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 187,656 52.7 - - - - 187,656 53 - -

緑茶 120 134.4 213,957 119.1 1,789 88.6 120 134 213,957 119 1,789 88.6

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

１ 月 ま で の 累 計

主要農林水産物の輸出入実績 （２００９年）

品 名
１ 月



関 連 指 数

全 国 平成17年＝100
項 目 消費者物価指数 項 目 農業物価指数 （平成17年＝100）

愛知県 平成17年＝100

年 月 総 生鮮 生鮮 肉 魚介 年 月 農産物 米 野 菜 果 実 畜産物

合 野菜 果物 類 類 総 合

18年平均 100.3 105.8 104.0 100.8 102.2 18年平均 102.9 97.8 108.2 120.6 99.0

全 19年平均 100.3 103.1 109.3 102.7 103.1 19年平均 97.6 95.0 100.6 110.1 99.5

20年11月 101.7 101.8 98.6 107.4 106.2 20年10月 98.2 96.3 109.7 90.1 100.8

国 12月 101.3 105.8 100.7 106.8 106.0 11月 100.9 96.9 107.3 122.1 98.0

21年 1月 100.7 109.0 104.6 106.9 106.5 12月 101.3 97.4 110.2 120.5 99.5

18年平均 100.2 103.9 102.5 99.8 103.9 21年 1月 98.9 98.6 110.0 99.1 95.2

愛 19年平均 100.5 100.3 111.1 100.7 103.5

知 20年11月 102.1 99.7 97.5 105.2 104.7 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」

県 12月 101.8 101.4 98.0 104.9 104.7

21年 1月 101.3 104.1 103.5 104.7 103.8

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」

名 古 屋 市 小 売 価 格 （円）

うるち キ は ね レ ば だ に た き ト 生 り

品目 米 ャ く タ れ い ん ま ゅ マ し ん

（

単位 (単一品種､ ベ さ ぎ ス い こ じ ね う ト い ごふ

｢ｺｼﾋｶﾘ ツ い し ん ん ぎ り た じ

年 月 ｣以外) ょ け

）

５kg １kg 100g 1kg

17年平均 2,293 170 165 586 397 304 151 340 217 522 636 178 521

18年平均 2,256 174 184 606 426 278 161 359 217 538 630 193 502

19年平均 2,229 147 153 589 440 269 137 295 203 530 629 206 535

20年11月 2,183 160 142 582 437 257 128 272 194 803 678 207 453

12月 2,208 186 132 578 545 259 137 279 184 664 699 201 428

21年 1月 2,208 188 136 613 626 266 119 273 190 642 628 226 409

み グ オ い バ キ 緑

（

カ き バ 豚

（

牛

（

ま

品目 か レフ レ ち ナ ウフ せ

ー

ロ ロ ぐ

単位 ん

ー

ル ン ご ナ イル 茶ん ネシ く ラ 肉｜ 肉 ｜ ろ

プ

ー

ジ

ー

茶

ー

ョ ス ス

年 月 ツ ツ

）

ン

） ）

１kg 100g １kg 100g １本 100g

17年平均 548 291 362 156 240 723 618 155 171 306 234 792 480

18年平均 546 354 404 153 245 686 609 159 168 312 233 793 497

19年平均 689 356 509 165 258 705 602 163 170 315 221 776 506

20年11月 465 366 408 － 279 675 610 159 172 326 236 837 484

12月 468 364 413 173 260 669 615 162 174 351 229 828 472

21年 1月 554 346 389 150 256 669 610 162 166 335 228 791 485

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」
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